




for A Succession of Setbacks in Dieting
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目標を立てただけで満足していた。
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男子 女子 男子 女子
ダイエット 1 7 7 16
規則正しい生活 8 5 20 7















Table 3 各変数の群別平?値 (SD)
就職対策 健康管理 学業
先延ばし 挫折 先延ばし 挫折 先延ばし 挫折
状況の楽観視 3.14(.72) 2.89(.84) 2.88(.72) 2.68(.78) 3.13(.60) 2.66(.68)
計画性のなさ 3.37(.60) 3.27(.70) 3.01(.72) 2.94(.72) 3.26(.70) 3.09(.64)
後悔・自己嫌悪 3.86(.70) 3.91(.76) 3.74(.73) 3.72(.74) 4.02(.63) 3.81(.91)
不測事態による支障 2.64(1.06) 2.87(1.08) 3.20(1.05) 3.03(1.12) 2.66(1.00) 3.16(1.20)
決断性 2.94(.78) 3.15(.94) 3.15(.81) 3.41(.94) 2.95(.93) 3.00(.84)
秩序に対する選好 3.38(.71) 3.58(.83) 3.52(.66) 3.36(.73) 3.36(.71) 3.42(.73)
予測可能性に対する選好3.53(.98) 3.44(1.02) 3.38(.96) 2.98(.96) 3.28(.93) 3.25(.98)

















状況の楽観視 －.60??? －.32??? .02
計画性のなさ .17 －.18? －.11
後悔・自己嫌悪 －.05 －.04 －.32
不測事態による支障 .06 .11 .29
決断性 －.17 .11 －.19
秩序に対する選好 .29?? .17? －.28
予測可能性に対する選好 －.13 －.15 －.19
楽観性 .10 .38??? .19




状況の楽観視 －.29? －.43? －.10
計画性のなさ －.16 .09 .06
後悔・自己嫌悪 －.05 .02 －.23
不測事態による支障 －.10 .34? .02
決断性 .11 －.02 .02
秩序に対する選好 .15 .18 .18
予測可能性に対する選好 －.04 －.27 －.35
楽観性 .29? .14 －.02
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